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朽木 FS研究員  島上宗子 
コオロギ大発生! 






























べられてしまったのです。9 月 17 日と 29 日に間引き
と移植、および追い播きをしましたが、結局、第一回
目の播種の生き残りが 20kg、三度目の播種から成長
したカブが 3kg という結果でした。 








































































































































































































































大川フォーラム報告         











































平成 23 年 12月 13 日発行 
 催しのご案内 
■ 第 41 回 定例研究会 




担当:矢嶋 yajima@cseas.kyoto-u.ac.jp ）までご連絡ください。 
■第 1回大川フォーラム 『｢里川里湖のまちづくり｣から  
～住民、研究、行政の協働』 開催のお知らせ 




問合せ 守山市役所みらい政策課 miraiseisaku@city.moriyama.lg.jp 
または、京都大学東南アジア研究所実践型地域研究推進室 矢嶋 まで 
 











































改めて実感しました。               (矢嶋) 
地域研究における実践の意義 
－課題先行的アプローチを手がかりに－ 
      京都大学東南アジア研究所 安藤和雄 
「大学院への研究案内」という副題のついた大学院
への進学を目指す人々向けの『世界地域学への招待』
(大阪外国語大学特定研究プロジェクトチーム、嵯峨
野書院、1998)という図書がある。この本は、本の性
格から、本の帯にあるように「地域研究とは何か」を
知るために書かれた好著である。巻頭に、赤木攻は、
日本の地域研究のルーツに言及しつつ、地域研究とは
何か、地域研究が目指す問題について、“現代を切り
拓く｢地域研究」”(同上：11-24)という文章を寄稿し
ている。現代のもっとも大きな学問的課題は、近代化
が生みだした近代病を促進させた｢近代学問体系｣を
根底から問い直し、近代病の蔓延の克服を目指す学問
体系を新たに模索することにある。そして地域研究も
その学問的課題を担っているという。また地域研究の
真髄は地域との生の触れ合いであり、フィールド・ワ
ークによって、研究対象となる地域を律している論理
とでも言える｢地域性｣を抽出することが、地域研究の
目的であると説いている。フィールド・ワークを欠い
た地域研究は絵に描いた餅であり、地域研究はすぐれ
て現在学で課題先行的アプローチが適していると論
じている。例えば、旧来の経済の理論で以ってある外
国の地域を研究するのはケース・スタディであって地
域研究ではなく、課題を先行させ、その課題の性格に
応じた適切なアプローチを開発していくのが地域研
究であると、研究のあるべき姿について言及してい
る。十数年経過した今でも、この主張は説得力があり、
私も同感する。 
赤木が指摘するケース・スタディと課題先行的アプ
ローチとの違いを検討することは実践型地域研究を
考える上で大いに参考となる。ケース・スタディとは、
あくまで事例である。その事例をもって、代表とされ
る普遍化された問題があるという前提にたつ。つま
り、多くの既存学問では、あくまで、事例によって説
明される論理的普遍性が重要なポイントとなる。ケー
スは特殊であってはならない。解決策も普遍的立場か
